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車の安全性確保のための車両整備点検等に対する要望・意見 

使用済自動車を資源活用した自動車リサイクルに対する要望・意見 

交通事故防止活動とロードサービスに対する要望・意見 

地球温暖化防止のための次世代自動車（低燃費・低公害車）の買換え普及に対する要望・意見 

一般社団法人長野県自動車販売店協会 
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ユーザーの意見を聞く懇談会開催概要 

     

 

１ 日 時    平成２５年１０月２日（水） １２：００～１５：３０ 
 

２ 場 所    長野市单石堂町１３４６ 

           ホテルメトロポリタン長野 ３Ｆ 浅間の間 
 

３ 出席者    ○ ユーザー代表者  １５名 

             ○ 助言者  ７名  長 野 県 環 境 部 温 暖 化 対 策 課 

                        長 野 県 環 境 部 廃 棄 物 対 策 課 

                        長野県警察本部交通部交通企画課 

                        北 陸 信 越 運 輸 局 長 野 運 輸 支 局 

                        一般社団法人日本自動車販売協会連合会 

                        一般社団法人日本自動車連盟長野支部 

                        一般財団法人日本自動車査定協会長野県支所  

             ○ 司会者  １名 

             ○ 協 会  協会長以下９名 

               ○ 事務局  ７名 

             ○ 記録係  １名 

                

               ○ 合 計  ４１名 
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懇 談 会 次 第 

 

  １ 開会のことば                          仁科 副理事長 

 

    ２ 主催者あいさつ                         宇都宮 理事長 

 

    ３ 出席者紹介 

 

  ４ 協会の概況説明                         上原 専務理事 

 

    ５ 意見交換 

(1) 地球温暖化防止のための次世代自動車（低燃費・低公害車）の買換え普及に対する要望・意見について 

(2) 車の安全確保のための車輌整備点検等に対する要望・意見について 

(3) 交通事故防止活動とロードサービスに対する要望・意見について 

(4) 使用済自動車を資源活用した自動車リサイクル法に対する要望・意見について 

 

    ６ 閉会のことば                          増田 理事 
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出 席 者 名 簿 
 

  １ ユーザー代表（１５名）                               （敬称略・順不同） 

    御代田町  渡 邉 佐次郎    長 野 市  松 島 健 二    塩 尻 市  小野寺 憲 司 

    塩 尻 市  古 田 広 美    長 野 市  佐 藤 政 昭    長 野 市  竹 腰 虎 雄 

    長 野 市  古 澤   正    長 野 市  岡 本 文 雄    長 野 市  安 藤 晶 子 

長 野 市  町 田 巻 雄    長 野 市  諏 訪 健 次    須 坂 市   翠 川   司 

    長 野 市  倉 島 卓 人    長 野 市  矢 島 英 一    千 曲 市  宮 島 幸 一 

     

  ２ 行政機関（４名） 

    長 野 県 環 境 部 温 暖 化 対 策 課 係 長   柳 原   健 

    長 野 県 環 境 部 廃 棄 物 対 策 課   小 林 大 嗣 

    長野県警察本部交通部交通企画課指導官   浅 川 博 章 

    北陸信越運輸局長野運輸支局陸運技術専門官   塚 脇 義 彦 

 

  ３ 司会進行 

    長野朝日放送 報道制作局次長   松 坂 彰 久 
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  ４ 協会役員（９名） 

    理 事 長  宇都宮   保   長野トヨペット株式会社  社長 

    副理事長  仁 科 良 三   株式会社ホンダカーズしなの 社長 

    副理事長  宇都宮 進 一   長野トヨタ自動車株式会社  社長 

    理  事  増 田   勝   株式会社ホンダカーズ長野中央 会長 

    理  事  長 澤 一 臣   松本日産自動車株式会社  社長 

    理  事  足 立 英 志   長野日野自動車株式会社  社長 

    理  事  村 上   浩   株 式 会 社 甲 信 マ ツ ダ  社 長 

    サービス部会  清 水 誠 二   株式会社長野ダイハツモータース 取締役  

    普通車部会  新 井   務   長野三菱自動車販売株式会社 取締役 

 

  ５ 協会事務局関係（１０名） 

    自販連理事   林   義 高   JAF 所長  田 中   靖   査定協会査定長  若 林 盛 太 

    専務理事  上 原 英 二   事務局長  清 水 金 五   経理部長  花 岡   洋 

ＲＣ所長   小 川 政 勝   業務部長   湯 本 芳 人   経理主任  小 林 美江子 

登録センター   栗 岩 美由紀 

 

  ６ 記録係 

    テスコ株式会社 長野支店 
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【理事長あいさつ】 

 ただ今ご紹介いただきました一般社団法人長野県自動車販売店協会理事長を仰せつかっております宇都宮でございます。 

よろしくお願いいたします。本日は大変お忙しい中を私ども協会が主催いたします「ユーザーの意見を聞く懇談会」にご出席

いただき、本当にありがとうございました。心から御礼申し上げます。 

さて、３．１１の東日本大震災や福島原発事故は未だ復興の道は半ばでございますが、2020 年には東京オリンピックの  

開催が決まる等、地域社会の絆を強くして未来に夢と希望と勇気をもてる社会を築きたいものでございます。 

早速ではございますが、当協会の概要についてご説明いたします。協会の母体は昭和31年3月に県内で国産自動車を販売

する15社により長野県自動車販売店協会を設立したのが最初でございます。その当時は長野県内の自動車は軽4輪自動車を

含め約22,000台余りでございました。しかし、現在は長野県の自動車保有台数は約181万台となり、当時と比べて約82倍に

普及し、１世帯あたり2台から3台保有する状況となっております。車は日常生活において切り離せない重要な必需品となっ

ております。 

現在の協会は12メーカー系列の県下自動車販売ディーラー29社で構成されており、長野県下に358店舗、従業員は約6,000

名が自動車の販売、点検整備業などを行っております。私ども自動車販売業界も大変大きな事業団体となりました。しかし、

自動車に関連する様々な社会問題、例えば多発する交通死亡事故の発生や地球温暖化の防止対策などの環境問題が大きな社会

問題として提起されております。自動車の販売を通して地域社会に尐しでもお役に立ちたいとの考えから、平成 3 年 6 月に  

社団法人長野県自動車店協会を設立し、平成 23 年 4 月に広域法人制度改革に伴い一般社団法人長野県自動車販売店協会を  
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設立し移行いたしました。 

一般社団法人長野県自動車販売店協会の活動は、自動車販売事業とは別に、交通事故防止を始めとした地域安全活動や、国、

県等が推進する地球温暖化防止対策等に積極的に参加支援するなど、交通安全活動と環境保全等、主たる広域事業を行い地域

社会に貢献するために取り組んでいるところでございます。特に交通安全教室は平成4年から21年にわたり県下の保育園、

幼稚園、小、中学校、高齢者などを対象に開催しており、その間の開催数は721回、延べ19万3000人の方を対象に実施して

まいりました。 

また平成 7 年に自動車販売に携わるものとして、廃棄自動車の最終処分までが社会的責任であるという理念の下に、協同 

組合長野県中古自動車リサイクルセンターを東御市に設立し、廃棄自動車の回収と廃棄自動車をリサイクルして再資源化を 

図り、平成24年度は使用済み自動車の解体処理数は、6,229台で95％以上の再資源化をして環境保全活動に務めております。 

また、昨年 6 月に長野市エムウェーブ、今年 9 月 7 日、8 日に松本市のやまびこドームにおきまして、交通安全と環境を   

テーマに「信州カーフェスタ」を開催し、多くの県民の皆様にご来場をいただき、協会の活動に対してご理解とご支援等を  

いただきました。本日の懇談会も当協会の事業活動の一環として実施している事業で、本年で21回目を数えます。車をご利

用いただいておりますユーザーの皆様から直接色々なご意見、ご要望などをお聞きして今後さらに地域社会への貢献に広く 

役立たせて参りたいという趣旨で開催しているものでございます。この懇談会の結果につきましては、協会のホームページに

公開するほか、冊子にまとめて全会員ディーラー並びに関係各方面にもお配りし、有効活用を図っていきたいと思っておりま

すのでよろしくお願い申し上げます。 
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この後、皆様方から事前にご質問やご要望の用紙をお寄せいただいておりますが、ご意見等の中に行政に対する問題や、  

質問等もございましたので、本日は公務ご多忙の中、長野県環境部温暖化対策課、並びに廃棄物対策課、長野県警察本部交通

部交通企画課、また北陸信越運輸局長野運輸支局からそれぞれ担当官にご出席いただいております。また、当協会の上部団体

でございます、一般社団法人日本自動車販売協会連合会とユーザーの皆様方と直接関係があります、一般社団法人日本自動車

連盟長野支部、通称ＪＡＦ、一般財団法人日本自動車査定協会長野県支所からも担当者にご出席を願い、それぞれの関係する

事項につきましてご助言をいただくこととしておりますので、忌憚のないご意見等をお聞かせいただければ幸いと存じます。 

それでは、皆様から活発なご意見ご質問をお聞きし、安全で快適な車社会作りのために意義のある懇談会となりますよう、

皆様方のご協力をお願い申し上げまして、私の挨拶に換えさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 

 



※ 質問者の敬称は省略させていただきました。 

１ 地球温暖化防止のための次世代自動車（低燃費・低公害車）の買換普及に対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 

【翠川 司】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【吉澤 正】 

 

 

 

 

 

 

 

［次世代自動車の買換え普及について］ 

  メーカー各社は地球温暖化防止、低公害車及び低燃費

の次世代自動車の普及に腐心しておられると思います

が、テレビＣＭや新聞等のメディアを介して我々一般ユ

ーザーに伝わって来る情報は低燃費に関するものが圧倒

的に多いと感じます。 

  次世代自動車と銘打つからには、低燃費であることの

みに囚われず地球温暖化防止及び低公害にどの程度寄与

できるのかということを解りやすくアピールしていくこ

とが、これからの高齢化と若者の自動車離れによって自

家用車保有者が減る可能性が取り沙汰される時代には重

要なポイントと考えます。 

 

 

［次世代自動車の買換え普及について］ 

ＣＯ2 削減・低燃費ばかりが先行した説明が多く思う

のですが、これらばかりでなく自動車の生産・廃棄に係

る全ての資源量・環境に対する影響を、今までの自動車

との比較したデータなどあれば知りたいのですが・・・。 

年間走行距離の尐ない方などはガソリン車の方が生産

に係る資材量（資源量）が尐なく、 

 

（増田理事） 

本日はご質問、翠川さんはじめありがとうございました。質

問というよりご要望に近いのではと考えております。確かに昨

今テレビその他を見ておりますと、低燃費で 30.6 とか 30.0 と

かという形で表に出てきます。本来はそれが結果的には翠川さ

んがおっしゃるように、地球温暖化防止、低公害に寄与してい

るわけです。しかし、それをする為にはメーカーとして一番早

いのはとにかく低燃費にすること。低燃費にするということ

は、化石燃料の消費、即ちガソリンや軽油の消費を無くすとい

うことです。 

ハイブリット車で電気とガソリンを駆使し、なるべく燃費を

良くしてガソリンを使わないようにする。電気自動車にして排

出ガスが出ないようにする。ということが一番分かりやすいと

思います。 

今日いただいた質問つきましては、我々も「ハッ」と思いを

するようなご要望でございますので、こういったことが目先の

商売だけにとらわれずに、何とか皆さんと協力して低公害車、

温暖化防止に務めているような姿勢をもっと見せていければ

良いと思っております。 

なかなか、テレビとかチラシにつきましては説明ができないも

のですから、できましたら各メーカー、業界団体、各社のホー
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【古田 広美】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安藤 晶子】 

 

 

 

 廃棄においても無駄が尐なくて済むように思うのです

が、シンプル・イズ・ベスト、適材適所という言葉もあ

ります。同一の自動車を各々１台生産及び廃棄するとき

に係る地球環境負荷について検討された資料などあれ

ば、販売時にも説明されたらどうでしょうか。 

  次世代車の有効性の説明になるかと思います。 

 

 

［次世代自動車の更なる普及と税金について］ 

  次世代自動車でハイブリッド車や電気自動車は、地球

環境に優しい車だと思いますが、ガソリン以外の物を燃

料とした（例えば、バイオ燃料）車を販売すれば地球温

暖化防止になると思います。 

  軽自動車で現在と同じ価格のハイブリッド自動車が出

れば買換えたいと思います。ただ、電気自動車だと遠く

に出かける時に心配です。 

 これから消費税が上がると更に買いにくくなってしま

うので自動車にかかる税金を無くして欲しいと思いま

す。 

 

 

［次世代自動車の買換えと自動車税について］ 

  この夏の連日猛暑、ゲリラ豪雤など、いままでにない

異常気象を肌で感じ、地球温暖化を尐しでも緩めるため、

一個人として何が出来るかと考えた時、車をハイブリッ

ムページをご覧いただければ取り組んでいることも載ってお

ります。ご理解いただければ有り難いです。メーカーも出てく

る車の燃費だけではなく、作る段階からいかに無駄なもの無く

す、CO2 を無くすということから取り組んでいると言うことも、

各メーカーのホームページに載っておりますのでご覧下さい。

今回のご意見を参考にさせていただいて、より一層務めてまい

りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（長野県温暖化対策課 柳原係長） 

私初めて懇談会に出席させていただきました。 

今回翠川さんからいただいたご意見について、温暖化対策を

進めている課としては、非常に心強いご意見であると思ってい

ます。なぜかというと私ども温暖化対策課では計画を昨年作り

ました。紆余曲折あり県下色々な所で説明会をし、温暖化対策

の新しい計画を作成したのですが、意見交換の中では温暖化対

策を前面に出してもなかなか消費者・一般の方の心に響かない

というご意見を沢山いただきました。 

この計画の中で温暖化対策を進めていく上では、「見える化」

をすることが非常に大きなポイントであると捉えております。

長野県は条例を改正いたしまして、来年度から家を新築する際

は、家の燃費について建築主と設計士・建築事業者で話しあっ

ていただく。これを全国に先駆けて制度化しております。温暖

化対策、省エネ化、つまりエネルギーを効率的に使い、エネル

ギーの消費量を減らすという観点では「見える化」というのは

非常に大事なポイントだと思っております。今回このご意見を
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【諏訪 健次】 

 

 

 

 

 

 

 

ドに買換えることもこの際良いのではないかと思いまし

た。 

  ＣＭでは鮮やかなグリーンの色に目がいってしまいま

すし、これからは間違いなく電気やハイブリッド自動車

の時代になっていくと思うので関心は非常にあります。 

  しかし、実際の価格を見るとエコカー減税で安くなる

のはいいのですが、本体価格が高価なため、１０年以上

乗らないとガソリン車と変わらないということを聞きま

した。１０年間に、ハイブリッドの方が色々故障も起き

る可能性があるということで、それならば、まだ、ガソ

リン車でもいいのだはないかとも思ってしまいます。 

  これから消費税も８％になりますし、ますます高価な

乗り物になってしまいます。 

エコカーに対する税金をもう尐し下げて欲しいです。

ガソリン税の見直しもして欲しいです。 

   

 

［自動車燃料価格の安定について］ 

  各メーカーの努力の結果、最近の車は燃費が驚く程良

く、それでいて走行性能も犠牲になっていません。特に

クリーンディーゼルはかつてのディーゼルを知っている

者には信じられない程の仕上がりです。 

  ただ、ユーザーにとっての燃費は、リッター何キロで

はなく、出費がどの程度抑えられるかで決まります。折

角のメーカーの努力も燃料価格の一瞬の上昇で吹き飛ん

いただいて、自動車の分野においてはそこが浸透してきている

と実感しております。 

長野県で言いますと温暖化の条例というのは、平成 18 年に

全国で 3 番目に作りました。平成 18 年といいますと、時系列

で考えますとちょうど田中さんが県知事を務めていたときに

全国に先駆けてつくりました。その条例の中に「自動車販売を

する際には、環境性能について消費者の方に説明をしてくださ

い」という義務をいれております。これは、今となっては全く

当然の話なのですが、この平成 18年に作った条例の中では「見

える化」をしていくということが唱われておりました。 

今回この前向きなご意見をいただいて、そういうものが浸透

して全国的にもテレビＣＭでも燃費性能について語られて定

着してきたのだなと思っております。まだまだ、住宅、家電製

品というのがどれだけエネルギーを消費するかという性能に

ついての「見える化」が進んでおりませんので、私どもはそう

いうことを「見える化」していきたい。自動車につきましては

これが一般的になってきたので、今年の夏の異常気象とかそう

いったものが温暖化、気候変動と関係があるというふうにいわ

れております。温暖化、気候変動と合わせて皆さんに普及して

いくという、ターニングポイントに来ているということと受け

止めております。ご意見を参考に今後、取り組んでいきたいと

思っております。 
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【宮島 幸一】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でしまいます。 

  特に、軽油の価格はガソリン価格に迫ったままです。

これではクリーンディーゼルの普及も難しいのではない

でしょうか。 

  結局、ガソリン車もディーゼル車もいくら性能が良く

なっても、ユーザーにとってはランニングコストがはっ

きり安くならなくては買換えにつながりません。メーカ

ー及びディーラがもっと国に働きかけて燃料の安価で安

定した供給がされるようになることを期待します。 

 もちろんユーザーの努力も必要なことは言うまでもあり

ません。 

 

 

［次世代自動車を買換えた場合の経費の比較について］ 

  電気自動車やハイブリッド自動車等が次世代自動車で

あり、地球環境対策を考えると早期に化石燃料依存から

脱すべきであると考える。今後新車全てを次世代自動車

にすべきと言っても過言ではない。 

  だが、次世代自動車の価格は高いとの考えが強く、買

換えられないのが現実であるが、次世代自動車は自動車

税５０％OFF、重量税は免税又は５０％OFF、自動車取

得税免税など税制面ではかなり優遇されている。（ただ周

りの人に聞いてもあまり知られていない。） 

  更に、化石燃料に比較しても燃料費はかなり安い。私

はガソリン車で２．５リットルのミニバンに乗っており、

（長澤理事） 

翠川様、吉澤様ご質問ありがとうございます。理事の長澤で

す。私は松本日産自動車の社長をしておりますので、日産自動

車の取り組みについて具体的なデータを含めてお話を致しま

す。 

まずご質問ですが、自動車の使用過程の燃費のことだけでは

なく、自動車の生産から輸送、販売そして廃棄という自動車の

ライフサイクル全体にわたって環境負荷の低減についての取

り組みはどうなのか。またそのデータはどうなのか。またそれ

は従来車であるガソリン車と次世代自動車との比較ではどの

ようになっているのか、というご質問だと思います。大変深い

見識、広い視点で車を捉えていらっしゃるということ感服して

おります。 

日産自動車だけではないですが、自動車のライフステージ全

体にわたって、省資源、天然資源の採掘量の低減、廃棄物の削

減等を通じて地球環境に対する負荷を最小化するという取り

組みを行っております。その中に、私ども販売店における販売

の段階においてもCO2の削減の取り組みを行っているところで

ございます。 

 次世代自動車との比較ということですが、まず次世代自動車

というものの種類をお話します。「電気自動車」これは私ども

が扱っております「リーフ」等に代表されます。「ハイブリッ

ド車」「プラグインハイブリッド車」「クリーンディーゼル車」

「バイオエタノール車」「燃料電池車」とういうような種類が

ございます。データがあるのは電気自動車しかございませんの
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【矢島 英一】 

 

 

 

 

 

 

年間２万キロ、１０年乗っている。当時の車体価格は３

００万円だとすると同タイプの電気自動車又はハイブリ

ッド車のミニバンに買換えるとした場合、１０年間使用

で総出費はどう違ってくるのか知りたい。 

 

 

［燃料（水素）電池自動車の販売見透しについて］ 

  過日、横浜市鶴見区所在の「ＪＨＦＣ」パークで、水

素・燃料電池自動車に試乗させていただく機会がありま

した。加速、乗り心地は極めて良好で申し分ありません

でした。 

  地球・環境にやさしい、正に次世代を代表するに相応

しいビークルであると実感致しました。 

  そこで燃料電池自動車を開発中の各社における販売見

透しについて、可能な範囲で夢をもたせていただければ

幸いに存じます。 

 

 

［次世代自動車の普及について］ 

  コミニティカーと呼ばれている車が普及したら良いと

考えています。しかし、私たちの近くでは見ることもな

く身近に感じませんが、今後の普及について現在どんな

状況なのでしょうか。 

 

 

で、ガソリン車と電気自動車の比較で答えさせていただきます

ことをお許しください。 

 まず、日産にはライフサイクルアセスメント「ＬＣＡ」手法。

車の製造に必要な原料採掘の段階から、製造、輸送、使用、廃

棄に至るまで全ての段階、ライフサイクルにおいて環境負荷を

定量的に把握して総合的に評価しております。その結果、第三

者機関であります社団法人産業廃棄管理協会による第三者認

証の結果、日産リーフは同クラスのガソリン車に比べてライフ

サイクルにおける CO2 削減量、排出量は約 40％削減という結果

を得ております。これは今申し上げた通り、天然資源の採掘の

段階から廃棄の段階まで全てのライフステージにおけるCO2の

削減量を量ったものです。電気自動車はもう一度申し上げると

40％削減という結果になっております。 

 それからクローズドループサイクルという考え方をご紹介

します。再生可能な資源や再生材の利用を促進しております。

自動車を製造する段階で、再生材の利用を促進することによっ

て資源の極小化に務めております。2016 年までに 25％の再生

材を使用することを目標にしております。 

 リサイクルですが、日産はあらたに採掘する天然資源の量の

最尐化に務める方針です。2002 年 3 月に発売されました「マー

チ」ですが、世界で初めてリサイクル可能率 95％を達成してお

ります。それ以降ヨーロッパ、日本、韓国等各国の使用済み自

動車のリサイクルに係わる法規制に対して 2005 年に発売した

「新型ノート」以降全ての新型車種においてリサイクル可能率

95%以上を達成しております。ちなみに電気自動車の「リーフ」
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は 99%リサイクル可能比率になっております。 

 電気自動車というとバッテリーについてご関心があるかと

思いますが、日産「リーフ」に搭載されております「高性能リ

チウムイオンバッテリー」は車用として一般的に使われた後、

車以外に利用できる十分な性能を残しております。この結果、

再利用、再販売、再製品化、リサイクル、この 4つの方策を通

じて資源を有効活用することを目指しております。再製品化、

再販売については、日産と住友商事株式会社が昨年合弁会社を

つくりまして、事業化に向けて取り組んでおります。 

 ＥＶのリチウムイオンバッテリーは24kwhという非常に高い

性能を有しておりまして、これは一般家庭の 2日分を１台の車

で賄うことができるという性能を持っております。従ってこれ

を蓄電池として使えば、約 1000 万円程度、現実にこれだけ高

性能の卖独の蓄電池はないのですが、それ位の能力を有してお

ります。従って日産「リーフ」は電気自動車のバッテリーを使

うことによって再生可能な太陽光発電、自然発電、再生可能な

電源を広く有効に活用することをサポートするものと考えて

おります。こういった取り組みを日産では行っております。 

 

（宇都宮理事長） 

今回は例年よりレベルの高いご質問をいただいております。

本当にありがとうございます。今お話しました税金の問題はち

ょうど昨日の総理の戦略の中に直近で言われております消費

税、来年の春から 3％上がりまして再来年には 2％で 5％現状の

消費税と合わせると 10％になります。この時に取得税ゼロにな
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るという約束になっております。来年の春 3％下がるのかとい

う要望をだしたのですが、昨日の発表では下がるという発表が

ありませんでした。今日は自販連の林理事がきておりますので

後ほど詳しく聞きたいと思います。いずれにしろ 15 年には、

今の 5％の取得税は無くすという政府との約束になっておりま

す。3％上がるときにそのとき一緒に下げて頂かなくてはいけ

ないのですが、そのままにされそうな状況の昨日の発表でし

た。 

 さて、私ども広く見ますと古田様のご質問のバイオ燃料です

が、今国内でも 2300 箇所のスタンドで売っております。長野

県内では 245 スタンドでバイオの幟がでたり、マークがついて

いるスタンドがありますが、そこで通常のガソリンと同じ価格

で売っております。同じ価格で売っておりますからハイオクも

バイオがあります。普通レギュラーもバイオがあります。です

ので、そこでお入れになれば、値段は同じですから、黙ってい

ると普通のガソリンとして使っているという状況です。 

ご承知の通りブラジルが非常にバイオを入れておりまして、

政府の方針では 25％以上はいれなさいというのがブラジルで

す。ブラジルでは完全エタノールで走るというような車もある

ようですがほとんどは混合です。日本の場合は 1.0 から 8.0 の

要領でガソリンの中和をさせなさいという規則がありますの

で、町で売っているのはそういう燃料を売っています。バイオ

を作る課程において CO2 が出ないということで、環境に優しい

ということになっているようです。 

またバイオは今色々な作り方がございます。バイオで作った
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ガソリンとバイオで作ったディーゼル。バイオのガソリンの方

はトウモロコシ、サトウキビで作っております。ディーゼルの

方はチップだとか、木材またはメタンで作っております。いず

れにしろ日本は資源に限りがあり、ブラジルのようにトウモロ

コシが沢山できるというわけではありません。どうしても全部

に浸透していないというのが現状ではないかと思います。た

だ、今市販されておりますので現に環境にやさしいバイオ燃料

が売れていると言うことではないかと思います。 

電気自動車でございますが、新聞等でよくでておりますが、

日本全国に充電施設が 1400 器ほどあります。これを経産省で

は 2013 年 1 月から補正予算で 1005 億円を盛り込みまして、全

国に 10 万器の充電器を設置してもらいたい。これは、各市町

村で補助金の申請を受け付けておりますので、それにかなった

施設に3分の2または50%という補助金が1005億円の中に入れ

られると思います。これから電気自動車用のスタンドが全国に

目標は 10 万器ということです。この 1 月からスタートをして

おりますが、なかなか申請が尐なくて国としても各市町村にハ

ッパをかけているところでございます。除々に増えてまいりま

す。増えてまいりますと電気が終わったら走れないということ

がないような社会になります。インフラを作ることを国として

も、1005 億というのは安部さんの成長戦略の一部だと思います

が、計画を立てております。 

安藤さんの質問「ハイブリッドカーの税金を安く」「本体価

格が高い」ということですが、今沢山ハイブリッドカーが出て

参りました。初期にでたハイブリッドカーより今の車は非常に
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改良されていてお安く出ております。160 万とか 150 万くらい

のハイブリッドも出てきております。同じくらいの値段で出て

きておりますのが、私どもトヨタ自動車ではカローラが出てき

ております。カローラのガソリン車とハイブリッド車では大体

40 万円位の差があります。ですので、先ほど安藤様のご質問に

ありますように、10 年位ないと燃料費の回収ができないのでは

というご質問もございます。 

また、ハイブリッドになって初期の頃はバッテリーの問題も

あったのですが、ほとんどハイブリッド車、日本のメーカー車

は故障がありません。今 7、8 年乗った車が下取りに入ってき

ても、故障があったりバッテリーを交換したりということはあ

りません。日本の技術はすばらしくハイブリッド車は安心して

使える。中古車でもハイブリッド車はオークションでも引く手

あまたで非常に高い値段で売れていると言うのが現状です。買

う時は確かに高い。しかしガソリンの消費量からしたら完全に

1 年 2 年で元が取れるという話では無いかも知れませんが、故

障はほとんどございません。どこのメーカーのハイブリッド

も、もし故障がでればメーカーが全面的に責任を持って対処を

いたします。そういう点は御安心をいただけると思います。 

 諏訪さんのご質問、確かに今ガソリンが 162 円位です。その

中で 53円 80 銭が税金です。ディーゼルの場合は高くなりまし

て、149 円、148 円とかで売っている。この税金が 32 円です。

ガソリンの方が主流で国は税金が取りやすいのでどんどん取

っていきます。ですから国にどんどん税金が入ったと思うので

す。ディーゼルの方はあまり売れないから税金が 32 円と安か
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った。原価はガソリンの方が安く、ディーゼルの方は税金が安

いからリッターのガソリン価格と 20 円位差がある。税金も 20

円くらい差があるので、交渉して安くして貰わなければいけな

い。ガソリンの税金も安くして貰わなくてはならないし、ディ

ーゼルの税金も安くして貰わなくてはならない。 

このような状況ですので、自動車税については自販連の林理

事からまとめまして、私のほうからは御 3人の意見を広く全体

的に回答させていただきました。どうもありがとうございまし

た。 

 

（自販連本部 林理事） 

日本自動車販売協会連合会の林でございます。よろしくお願

いいたします。古田様、安藤様、諏訪様のご質問の中にある内

容について 2点ご紹介させていただきたいと思います。 

世の中にハイブリッド車というのがどのくらい売れている

のかという情報提供をさせていただきます。今日お配りさせて

いただいております資料の 10 ページに新車新規実績が載って

おります。8月現在、全国における登録台数実績は、普通車 H25

年 8 月、21 万 8840 台という数字になっております。このうち

乗用車（輸入車を除く）が 16 万 9000 台で、この中で 6万 4000

台、割合でいくと 37.9％が今やハイブリッド。3名に１名以上

がハイブリッド車という時代に突入しております。今後この比

率は 3割前後という高い水準で推移、或いは増えていくのかと

いう印象を持っております。先ほど宇都宮理事長からご指摘が

ございましたとおり、従来高かったハイブリッド車も安いもの
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もでてきておりますので、期待されるところかと思います。 

 もう１点、自動車の税制の話をさせていただきたいと思いま

す。今日の資料の中に１枚もので、自動車関係諸税の概要（平

成 25 年当初）と書いてある資料をご覧いただきたいと思いま

す。表が上下 2つのブロックに分かれております。上が車体課

税、下が燃料課税、総合計となっております。上の車体課税の

所をご覧いただくと、皆様がお車をお買いになる時、取得の段

階で自動車取得税、消費税がかかっている。保有の段階で継続

車検も含めまして、自動車税、軽自動車税、自動車重量税とい

うのがかかっている。走っている時も税金がかかっている。揮

発油税、地方揮発油税、軽油引取税、石油ガス税、さらには消

費税。車に関してこれだけ税金のかかっている国は日本くらい

です。諸外国と比べて見ても極めて高い水準ですし、内容も複

雑怪奇ということになっております。 

自販連といたしましては政府与党に対して、毎年、税制改正

の要望書を出させて頂いております。今年 25 年度に制定され

た税制大綱に基づいて、来年 26 年度に向けてどういう要求を

しているかと申しますと全部で 4点ございます。 

マスコミ等で紹介されておりますが１点目、自動車取得税。

今回消費税が8％に上がると決まった訳ですが、その段階で3％

下げるということをお願いしている。消費税が 5％から 10％に

上がるのでその間この 3％の引き下げが必要であるということ

です。消費税が 10％と言う段階でこの取得税は無くなるという

お約束はいただいておりますので、その間消費税 8％の時も下

げて欲しいというお願いをしております。同時にエコカー減税
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の拡充、自動車取得税に関しても減税があるのですが、それに

ついても拡充という要望をしております。 

第２点目、自動車重量税。これも 8％の段階でエコカー減税

の拡充をお願いしております。 

もう一つ 3点目。自動車税に関するものですが、今グリーン

税制が適用されておりますが、期限が今年度で切れます。拡充

延長をお願いしております。 

4 点目。財源問題の話から実は自動車関係諸税の廃止、軽減

に関する代替財源としての自動車関係諸税の増税という話し

が実は出ております。これはとんでもないということで、「絶

対反対」という姿勢を打ち出しています。以上 4点を要望書に

まとめて政府与党に出しております。 

昨年 12 月に自民党が大勝したわけですが、沢山の若手議員

が生まれ、国会議員の中にも自動車に詳しい方と分かってない

方が沢山いるのです。この分かっていない方を中心に、我々と

しては全国にある各支部、本部を含めて議員にこういった資料

を出しながら、いかに自動車の税負担が大きいか、いかにユー

ザーの皆さんに負担を強いているかということを説明して税

制改正をお願いしたいというロビー活動をしているところで

ございます。 

税制と言うところでは、走行段階にかかっている燃料課税の

話しですが、自販連といたしましては車体課税をメインにあれ

もこれもというよりは、車体課税に絞って税制改正の要望をだ

させていただいております。広く自動車業界ということでは、

ガソリンということでは石油業界が訴えております。トラック
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業界では流通段階でガソリン代は流通コストに跳ね返ってく

るので、これは是非下げて欲しいという強い要望書を出してお

ります。今業界としては自動車税制に関しまして、皆様の負担

をできるだけ下げたいと言うことで諸活動を行っていると言

うことでご紹介をさせていただきました。 

 

（村上理事） 

ご質問の内容につきましては今説明がありました通り宮島

様がお乗りの 10 年前購入のミニバンと同等の次世代自動車に

乗り換えた場合、これを 10 年間使用した際の総費用の比較を

だして欲しいということでよろしいですね。もう一つ、地球環

境を考慮すると早急に化石燃料依存から脱出して、次世代自動

車に移行するべきなのですが、価格が高くてなかなか買い換え

が進まないのではという提議をいただきました。こちらにつき

まして出来るだけ分かりやすくご回答させていただきます。 

 いくつか数字を置かせていただかなくては試算ができませ

んのでそれはご了解いただきます。まず宮島様がお乗りのミニ

バンですが、この 10 年間で掛かった総費用ですが、780 万程度

になるのではと試算をしました。内訳、購入費用車両本体価格

300 万。取得の為の法定費用 約 30 万。合わせて 330 万円。こ

の 10 年間で車検が 4 回。ここで、重量税、自賠責、検査手数

料、法定点検費用等が 4 回分、自動車税、2.5 リッターという

ことですので、年間 4万 5000 円で計算。10 年間で 45 万円程度。

燃料費が多額になるわけですが、乗り方や使い方で大きく変わ

って来るわけですが、一応実燃費ということで、8.5 キロメー
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トルと置かせていただきました。レギュラーガソリンをリッタ

ー160 円で計算をして、年間 2 万キロの走行ということですの

で、ガソリン代が年間 37 万 6000 円、従って 10 年間で約 376

万円ということになります。実際にはこの間修理代、メンテナ

ンス費用等も掛かっていらっしゃると思うのですが、今のレベ

ルでの積み上げで足し合わせますと、780 万円ということにな

ります。ちなみに、今の車を 10 年間維持していくのに必要な

費用は、464 万円程度になるのではと見ております。非常にア

バウトな数字になりますが大体このような数字になります。 

これに対して次世代自動車ですが、Ｔ社さんの 7人乗りのハ

イブリッド車と比較をしてみました。こちらは、総費用は今後

10 年間で 502 万円になります。従って先ほど 780 万円と申し上

げましたので、10 年間の総費用の比較をすると 277 万円程度の

ユーザー様にかかる負担減ということになります。ハイブリッ

ド車の内訳は車両価格が 270 万円。諸経費は優遇制度がありま

すので 14 万円。購入価格は 284 万円で置いております。これ

に同様に車検費用、自動車税、燃料費につきましてはカタログ

燃費の 75%で試算をしてみました。実燃費ということで、Ｔ社

さんのミニバンでいきますとリッター19.65 キロで計算をしま

したので、年間 16 万 2000 円程度。従って 10 年間で 163 万円

ということですから先ほどの燃料費の比較だけでも見まして

も 200 万円程度の非常に大きな差がでると言うことです。ミニ

バンとこちらのハイブリッドのミニバン、維持費だけ比較して

みましても 10 年間で約 230 万の経費安になるのではないか。

ざっくり計算しますと月2万円位はユーザー様の負担減になっ
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てくるのではないかと。アバウトですがこのような見方でござ

います。 

電気自動車は今ミニバンがございませんので、Ｎ社さんの 5

人乗りの乗用車と比べて見たのですが、こちらは今購入補助金

が最大 78 万円というのもありますので、総費用は 323 万円、

相当お安くなります。従って宮島様お乗りのミニバンと比較す

ると 457 万円安。経費だけの 10 年間の比較で 374 万円位の経

費安ということになります。卖純な比較はなかなか難しいので

すが、次世代自動車のユーザー様の保有コストというのは、明

らかに有利、安くすむという形になるのは試算上ですが間違い

ないと思います。 

ただ一方、環境対策というものを車に負荷していくにはこれ

までにない仕組、装備を加えなくてはならない。ハイブリッド

車でしたら普通のエンジンにモーターと言うものを負荷して

いくものですから、その開発コストを含めまして購入価格は高

くならざるを得ないという部分もございます。これをメーカー

各社は、技術の向上、開発、生産の様々なコスト低減の努力で

できるだけ安くしていこうとしておりますが、一方ある程度お

客様負担をお願いせざるを得ないと言うところもございます。

先ほど理事長からもありましたが、除々にそれが功を奏して価

格自体が安くなってきておりますので、できるだけユーザーさ

んの負担を尐なくしていこうという結果がでてきていると思

います。 

それから、地球環境の面でということをご提言いただいてお

りますが、化石燃料に依存しないクリーンエネルギー社会を目
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指すということは間違いのない理想です。また我々も目指して

行かなくてはならないところですが、現時点で次世代自動車に

定義されておりますのは、先ほど申し上げましたハイブリッド

車も入っておりますし、クリーンディーゼル車も入っておりま

すので、まったく次世代自動車イコール化石燃料を使わない車

と言うわけではありません。地球環境面を考えていきますと、

「ガソリンを使う」、「ディーゼルを使う」、できるだけそれを

「低燃費で使う」ということを考えていかなくてはいけないと

いうことであります。 

化石燃料を全く使わない電気自動車がございますが、一方で

これも電気を作るために CO2 は排出されているわけです。今原

子力はほぼゼロですから、国内の電気のほぼ 80％レベルは化石

燃料がベースになっています。そこで排出される CO2 というも

のも鑑みながら我々は地球環境を考えていかないといけない。

次世代自動車を普及させるためには、ユーザー様が購入しやす

くなるように価格低減をする一方で、もっと解決しなくてはい

けない構造的な課題が沢山あります。これら含めて取り組んで

いくことで、本当の意味の地球環境への貢献が我々できるので

はと思っております。 

 

（増田理事） 

燃料電池自動車、一般的には水素を原料に使っていると言う

ことですが、水素電気反応をして、その水素を回りの酸素と結

合させて H2O の水を排出する。無公害、究極の車といわれてい

る。たしかに排出ガスは無公害ですが、車を作るそのものに公
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害がでますので、低公害車ということで究極かなと思います。

今、我々はディーラーですのでどの程度までお答えできるか分

かりませんが、現状と状況だけご紹介させていただきます。 

 燃料電池自動車の国内市場導入と水素供給インフラ整備に

関する共同声明が 2011 年 1 月に行われました。こちらは車業

界としてトヨタ自動車、日産自動車、本田技研、日鉱日石エネ

ルギー、出光興産、岩谷産業、大阪ガス、コスモ石油、西部ガ

ス、昭和シェル石油、太陽日酸、東京ガス、東邦ガスの 13 社

で次世代自動車の１つである、燃料電池自動車 FCV の 2015 年

国内市場導入と水素供給インフラ整備に向けて、共同での声明

を発表いたしました。 

 内容として、１つは自動車メーカーの技術開発の進展により

燃料電池システムの大幅なコストダウンを進め、FCV 量産車を

2015 年に 4大都市圏を中心とした国内市場への導入と、一般ユ

ーザーへの販売開始を目指し開発を進め、導入以降エネルギ

ー、環境問題に対応するため更なる普及活動を目指す。 

 2 つめとして、水素供給事業者は FCV 量産車の初期市場創出

のため 2015 年までに FCV 量産車の販売台数の見通しに応じ、

100 ヶ所程度の水素供給インフラの先行整備を目指す。 

 3 つめとして、自動車メーカーと水素供給事業者は運輸部門

の大幅な CO2 排出量削減に資するため、全国的な FCV の導入拡

大と水素供給インフラ網の整備に共同で取組む。これら実現に

向け、普及支援策や社会受容性向上策等を含む普及戦略につい

て官民共同で構築することを政府に対して要望する。この 3つ

が 2011 年に発せられたものです。 
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 しかしながら、燃料電池社 FCV は利用拡大には市販車両並の

販売価格の実現、ユーザー利便性を確保した全面的な水素供給

インフラの構築、安価な水素燃料による安定供給の実現が不可

欠であります。インフラの整備の観点では量産車販売の初期段

階で全国均一というわけにはいかないことから、水素供給イン

フラを 4大都市圏。これは首都圏、中京、関西、福岡を中心に

先行的に配部を自治体にもご協力をいただき進められている

というところです。 

以上のように早ければ 2015 年に燃料電池車の販売が開始さ

れる見通しとなっておりますが、具体的な商品、日程等につい

ては未だどのメーカーからもはっきりとしたことについては

発表されていないということです。我々ディーラーとしてみて

も一日も早く究極の無公害車が発売される。燃料電池車の発売

は我々も楽しみに今現在待っているところでございます。現状

はこのようなところです。 

 

（長野運輸支局 塚脇専門官） 

矢島様ご質問のコミュニティーカーにですが、この車につき

ましては今までの自動車の定義のない全く新しい車のカテゴ

リーの乗り物でございます。私どもでは超小型モビリティーと

定義付けております。超小型モビリティーは、交通の抜本的な

省エネルギー化に資するとともに、高齢者を含むあらゆる世代

に新たな地域の手軽な足を提供し、生活移動の質の向上をもた

らす省エネ、尐子高齢化時代の新たな乗り物でございます。 

国土交通省では、関連制度の普及に向けまして成功事例の創
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【小野寺 憲司】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 聞き漏らしたかもしませんが吉澤様の質問に対して、1

台生産及び廃棄にかかる地球環境負荷。これは私も 9 月に

車を買い換えたのですが、前回の車は 15 年乗っておりまし

た。5 月にかかる税金も 4 千何がし昨年より高くなり、こ

れは「買い換えろ」ということかと思い、何となく乗って

いるのが辛くなってきたというのもありましたので買い換

えた訳なのですが、実際はまだまだ愛着のある車でした。

１台生産及び廃棄するのに、ガソリン１リッターあたりに

出、国民理解の醸成を促す観点から地方公共団体等の主導によ

る街づくり等と一体となった先導導入や試行導入の取り組み

を重点的に支援致します超小型モビリティーの導入促進事業

を実施しておりまして、平成 24 年度に１回、平成 25 年に第 2

回の事業の公募を行っております。優れた事業に関しては実施

費用の補助を行っております。 

超小型モビリティーの導入効果といたしましては、通常の自

動車より尐ないエネルギーで省エネ、低炭素化に寄与するこ

と。新たなカテゴリーの乗り物として自動車市場にあらたな需

要を創設すること。観光地の振興に寄与すること。子育て世代

や高齢者の移動支援に寄与すること等、多くの社会的便宜を生

み出すことが期待されております。全国では現在まで約 30 の

事業が支援対象として決定しておりまして、長野県内につきま

しても１事業が支援対象となっております。このほかにも県内

で問い合わせが多数ございますので、これから県内でももっと

普及していくものと思っております。 

 

（長澤理事） 

 日産リーフの場合、CO2 の削減量は 40％です。燃料はガソリ

ンはいらないのですが、電気をつくるのに CO2 の排出が必要で

ある。確かにその通りです。その部分が従来のガソリン車に比

べて CO2 の発生量が増えています。また、資源の採掘、リチウ

ム等そういった貴重資源の採掘にかかわるCO2が増えておりま

す。しかし、資源の採掘から動力源である電気の作成、廃棄に

いたるまでトータルを考えると 60％程度ですむ。電気について
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出す CO2 に換算すると大体何リッター分に相当するものな

のでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

すみません、パーセンテージといわれても。先ほどの「見

える化」という中でパーセンテージを言われても、例えば

普通の自動車が１リッターあたり CO2 をだすと思うのです

が、それに換算すると何リッター分ということに。 

 

その自動車を作る及び今持っている車を廃棄するのにど

のくらいかかるものなのでしょうかということで、私は古

い車を乗っていた方が CO2 はまだ尐ないのではと、おぼろ

げながらそういった気持ちがあったので質問させていただ

きました。 

は、再生可能な様々な電気を作る事業に電気自動車は資するも

のと考えておりますので、海上発電、風力発電であるとかそう

いったものが大規模に展開されれば、電気を作るときに必要な

CO2 の発生量も押さえられてくると思います。天然資源の採掘

の話しですが、リチウムイオン電池は非常に高性能の電池で、

再生可能、リユースも含めて、リサイクルされますのでこれに

ついても CO2 の削減は更に可能と思われます。 

 

走行時は電気自動車ですのでゼロです。 

 

 

 

 

資源の採掘から廃棄に至るまでの課程の中でCO2の発生量は

60％です。ですから、ガソリンを焚いて CO2 を発生させる発生

量の 60％と考えて良いと思います。 

 

 

（仁科副理事） 

 年式のことが分からないのですが十数年前の排気ガス、CO2、

NOX とか色々なものがでているのですが、そのクリーン度から

比べて今現在の車のクリーン度というのは千分の１卖位くら

い非常にクリーンになっている。その進化はすごいのです。 

百分の一ではなくて千分の一。昔、日本も東京の校庭で子供達

が運動をしていて倒れたという時代があったのですが、今中
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国、インドの空がそんな感じになっている。今日本はクリーン

になっている。今のガソリン車で CO2 とか違うものをだしてい

ても、十数年前の車とのクリーン度は相当違うと認識していた

だいて良いと思います。 
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２ 車の安全確保のための車輌整備点検等に対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 

【佐藤 政昭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小野寺 憲司】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［車の安全確保のための車両整備点検］ 

  進む世界の異常気象により、異常な高温による山火事

や猛暑が続く中国では高速道路を走っていた車が突然パ

ンクし、後から来た大型バスを巻き込む大事故が報道さ

れていました。 

  事故原因の半分はパンクによるものとも言っていま

す。日本と中国の車両点検の差によるものか？ 

  日本でも４０℃を超す日が多くの地域で観測されてい

ます。６ヶ月、１２ヶ月点検、車検 

を受けていれば十分ですか？ 

 

   

［車両整備点検等について］ 

  ４０余年間車検を含め修理点検はディーラーさんにお

願いしてきました。 

  定年後、複数の知人はディーラーさんは整備点検料金

が高いことから、立ち会いができ早い車検センターに依

頼しています。 

  ディーラーさんとの料金を比較した立ち会いの出来る

車検センターや車種毎の車検料金の記載した安い車検セ

ンターの新聞折り込みチラシが毎週のように入ってきま

す。 

 

（長野運輸支局 塚脇専門官） 

佐藤様ご質問の件ですが、その中で中国の車両点検という問

い合わせがあるのですが、申し訳ございません、中国での車両

点検整備制度を把握してございませんので、我が国の車両点検

整備制度をご紹介させていただきます。 

 我が国において自動車の不具合による事故防止、環境保全を

図ることを目的といたしまして、自動車の使用者に対し自動車

の点検整備の実施が義務づけられております。点検整備に関す

る規定を１例申し上げますと、一定期間ごとに行う定期点検整

備。乗用車であれば１年ごと。貨物であれば 6ヶ月ごと。その

他に自動車の走行距離、あるいは運行時状態から判断した適切

な時期に行う日常点検整備というものがあります。それぞれの

点検に於きまして自動車点検基準がございます。それにより各

装置ごとに点検内容が定められております。それに基づきまし

て自動車の使用者は点検整備を行うことにより、自動車を保安

基準に適合するよう維持しなければならないとされておりま

す。 

この自動車点検基準で定めるタイヤに関しての点検内容。１

例申し上げますと、タイヤの空気圧が適当であること。亀裂及

び損傷ないこと。異常な摩耗がないこと。溝の深さが十分であ

ることとなっております。ご質問にございます猛暑とタイヤの

パンクの因果関係は不明ですが、高速道路での高速連続走行で



- 30 - 

 

 

  ディーラーさんもこれらと競争して、安く、早くより

納得性を向上させた整備点検システムを構築することは

出来ませんでしょうか？ 

 

 

 

はタイヤへの負荷が大きく空気圧が低下していますとタイヤ

のたわみが大きくなり、このたわみにより発熱、最後にはバー

ストしてしまいます。いわゆるスタンディングウェーブ現象と

言われるものです。 

また、タイヤの空気圧の不足は偏摩耗の発生、燃費の低下な

ど悪影響がございます。逆に空気圧が高すぎる、多すぎる場合

も偏摩耗の発生や乗り心地の悪化等悪影響がございますので、

適切な空気圧の管理を行っていただきたいと思います。 

 また、車検ですが安全環境面で国が定める基準に適合するか

どうかを一定期間毎に確認する行為でございまして、次回の車

検までの安全、これを保障するものではございません。部品に

よっては使用状況によって摩耗や損傷、経年変化による务化が

ございますので、自動車の使用者は安全、環境を守るため自ら

の責任で適切に管理しなくてはなりません。自動車の事故や故

障を未然に防止するためにも点検整備は行っていただきたい

と思います。 

 

（サービス部会 清水小委員長） 

非常に貴重なご意見いただきましてありがとうございます。

まず、私ダイハツの立場から言います。軽自動車は走行距離が

尐ないために、先ほどの車検の専門店に出される方が非常に多

いと思います。当社の状況から車検専門店との比較をお話しさ

せていただきます。 

 まず、整備料金が高いとのことですが毎週入ってくるＡ社

と、今新車をお買いいただくと７割以上の方が整備パックとい
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うことで 3年後の車検まで、あるいは 5年後の車検までのパッ

クに加入されております。そのパックで車検料金を比較してみ

ますと、先ほどのＡ社さん。軽自動車 5 万 9270 円が車検費用

になります。当社は 7 万 1345 円ということで、たしかに１万

2000 円ほど高い金額なのですが、Ａ社さんの場合は、エンジン

オイル、オイルエレメント、ブレーキフード、ワイパーゴム等

の交換部品を除いた金額で提示しております。この料金を足し

ますと、当社の整備パックの車検費用とかわらないという料金

でございます。従いまして我々ディーラーにおいても通常料金

から非常に格安な整備パックも発売し、料金的にはお客様に満

足していただける価格設定をしております。ただ我々の宣伝、

お客様への告知方法が徹底していないということで、そういう

誤解を与えているということも多いと思います。 

 短時間車検等についてですが、Ａ社の他に車検専門店がござ

いますが、Ｂ社の車検の 8割が一日車検、30分車検と唱ってお

りますが、8 割のお客様はやはりお話を聞いて、エンジンオイ

ル、オイルエレメント。そういう交換部品も一緒にお願いしま

すということで、結果的に１日の車検整備をご依頼していると

いうことになります。   

結果的に、価格的にも遜色ない金額が最終的な料金となって

いると聞いております。自動車の保守整備につきましては、十

数年前に自動車の使用者が責任をもって点検整備をするとい

うことに変わりまして、6 ヶ月点検の法定化の廃止、検査と整

備の分離ということが伝えられております。従いまして、基本

的な車検の整備だけ格安でよいですよ。その代わり保守・整備
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については個人が自己の責任でしっかりメンテナンスをする。

このような車に精通されたユーザーさんについては、そういっ

た選択肢もあるのかと思います。我々ディーラーももう尐し、

料金的にももっとお客様にアピールをしながらやっていくべ

きであるということで、この機会に反省しまして告知等を改善

していきたいと思います。 

先ほどの高速道路のパンク等とございますが、ＪＡＦさんの

資料を見ますと保守点検をきちんとしていれば高速道路での

故障が防げたということも相当数あるということも事実です。

定期的な点検とともに日常点検をしっかりしていただいて、空

気圧、バッテリーとかそういったところについては、しっかり

点検をしていただくことによって、故障を未然に防げるという

ことも事実ですので、これからもよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 33 - 

３ 交通事故防止活動とロードサービスに対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 

【渡邉佐次郎】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【竹腰 虎雄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［交通事故防止活動］ 

   御代田町は１５，０００人の小さな町で、国道１８号

線を除くと信号機の数も尐なく、大半が地元の車（運転

手）です。交差点で方向指示器を出さないので直進する

と思っていたら、急に左折したため、その車の後方にい

た私は急ブレーキをかけて危険な思いをしました。交差

点での交通違反やマナーの悪さが目につきますので指導

取締りをお願いしたい。 

   

    

［交通事故防止対策］ 

  クルマに接近センサーが付いていると運転手に知らせ

てくれるので役立っています。若い人は、うるさいのか

切っているようですが高齢者には有り難いです。また、

側道や家から出る時に左右確認のモニターカメラがある

とのこと、出来ればこれらも含めて高齢者用には車に接

近センサーや左右確認モニターなどの設置を義務づける

必要があると思います。 

  最近は追突防止対策のコマーシャルがされています

が、最近の交通事故防止対策の検討状況を聞かせて下さ

い。 

 

 

（長野県警察本部交通部 浅川指導官） 

渡邊さんご質問大変ありがとうございます。交通安全に関す

るご質問ということでございます。交通安全はまさに県民の皆

さんの切なる願いでございます。一方でユーザーの皆さん、ま

た歩行者や自転車の方々、道路を利用する全ての方々、自分は

交通事故を起こさないであろう、自分は交通事故に遭わないで

あろうという前提で、先程来から快適な車、環境、エコとそう

いった追求をされていまうす。しかし、現実は交通事故は多発

しております。昨日現在で長野県内 76 人の方が尊い命を落と

されております。昨年の同じ時期より 6人多い増加の傾向にな

っております。そういった中で渡邊さんから大変貴重なご意見

をいただきました。交通事故の防止、交通安全は交通ルールを

守っていただくことが大前提であります。このご指摘の中で、

方向指示器ですが御代田町に限らず色々な地域でこういった

お話、色々聞かせていただいております。 

最近報道された場所ですが、松本で「松本走り」という揶揄

された表現で新聞にでたこともあります。独特な交通ルールが

あるという表現で、決して長野市内も交通マナーがベストと思

っておりませんが、年々交通ルール、マナーが指摘されるよう

なことも多々あると私も認識しております。今回の合図が遅い

ということも、例えば交通違反というところでは、合図不履行

という違反になってきます。右左折する場合は 30 メートル手
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前で合図をする。進路変更の場合は約３秒手前ということで規

定の違反ではあります。 

一方、交差点の事故も多いといただきました。おっしゃると

おり、長野県内、全国でも交通事故の約４割から半数は交差点

でおきております。今年も 7200 件ほど人身事故が起きている

なかで、昨日現在は 3466 件ということで、交差点の事故は多

いです。県警といたしましても交差点を中心に違反の取り締ま

りを実施しております。特に交通違反の取り締まりと言います

と、悪質で危険な違反を最重点でやっております。飲酒運転、

交差点での一時停止、信号無視。一方で合図が遅いとかそうい

った部分も目につく限りはしっかり指導をしていきたいと考

えております。交通安全対策全体では、長野県交通安全運動推

進本部というのは長野県知事が本部長です。長野県全体で、そ

の中で警察は交通の指導取り締まりという部分が非常に大き

なウェイトですが、広報啓発という部分では、長野県ともタイ

アップしながら、「信州の交通マナーを高めよう」ということ

で、長野県は交通のマナーが良い、といっていただけるような、

そういった面に配慮しながら広報啓発と指導取り締まりを両

輪でやっていきたいと考えております。 

 

（足立理事） 

竹腰さん、交通事故防止対策ということで、我々車両販売に

携わっている人間にとりまして非常にありがたいご意見をい

ただき、ありがとうございます。他販売会社の皆さんは乗用車、

軽自動車の世界なのですが、私どもの業界はトラック、バスの



- 35 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売、メンテナンスを行っております。バスには小型、中型、

大型があり、トラックにも、小型、中型、大型があります。免

許も普通、中型、大型一種、大型二種がありますが、普通免許

では残念ながらほとんどのトラックが運転できないような状

況となっております。交通事故防止をサポートする装置は、ト

ラック、バスにもついております。衝突被害軽減ブレーキシス

テム ＰＣＳ（プリクラッシュセーフティ）は、前に障害物が

あればフットブレーキの前に警報が鳴り、いよいよ近づくと自

動的にブレーキがかかり、ぶつかる寸前のところまでスピード

を落としていくブレーキシステムですが、走行中の車両が急に

止まると後続車に追突されるという危険があることから、あま

り効くようなブレーキシステムではまずいということです。

今、乗用車の世界ではピタっと止まるというようなコマーシャ

ルも各社から宣伝されています。 

それから、ＶＳＣというのはビークルスタビリティコントロ

ールという走行安全装置で、横転やスリップ事故を抑止する装

置がついております。ドライバーモニターは、居眠り運転を防

止する装置。居眠りをしているかいないかは、ドライバーの目

でわかりますので、走行中のドライバーの顔の方向や目の状態

により、警報やブレーキが作動します。これは乗用車にもつい

ておりますが、バス、トラックにもついております。 

また、大型車はスピードリミッターという高速道路で 90 キ

ロ以上出せないようなスピードコントロールの装備が義務化

されています。高速道路で追い越しをしたいのだけれど、前に

トラックが走っていて、追い越しできないというご経験がある
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と思います。これは法定で、大型トラックは 90 キロ以上出し

てはいけない構造になっているからです。オートクルーズ

等々、例えば 70キロ定速のスピードで走りたいときには 70 キ

ロで走ってくれる。尚かつ、割り込みが入ってきたときには、

割り込みに合わせてスピードを変えてくれる。ドライバーにと

って楽で容易に運転できるような装置が開発され、スタンダー

ド車でも装備されている状況です。 

また、事故があった場合は、生存空間が確保できるよう、キ

ャブの中の構造、キャブの強度を考えた設計で作られていま

す。乗用車の世界では今、誤発進の防止、カメラ数台を使いあ

たかも高所から見ているようなモニターもついている等、安全

性能は非常に進化をしています。我々はハードの面だけでな

く、交通事故の防止をいかにドライバーさんにしてもらえるか

という安全運転講習会、お客様のお役立ち活動の一環として、

エコドライブ（省燃費運転）や車両の日常点検講習会など、安

全・事故防止にむけたお役立ち活動をさせて頂いております。 

 先ほどお話をした指定自動車整備事業というのは、整備をし

検査（車検）までしてもよいという事業の許可をきちんと陸運

局から貰っている。適正運営として定期点検・定期交換部品・

不具合箇所の指摘・予防整備の提案をさせていただき、お客様

の車両の維持・メンテナンスのサポートをさせていただいてい

ます。我々の工場は病院だと考えております。メーカーで開発

設計、生産をして、その思想に従ったディーラー教育をメカニ

ックが受け、当社の製品について熟知し、1 級、2 級とランク

を付けた社内の資格を与えて切磋琢磨し、尐しでも技術を向上
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【岡本 文雄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロードサービスについてお聞きしたい。先日久々にパン

クをしました。タイヤがついていない。カード会社に電話

して、「途中でパンクしたのでこのサービス使えますか。」

というと「使えます。」と、「では自宅にいるので、自宅ま

で。」というと「自宅ではだめだと。」いわれる。途中で壊

れて家が近いので家に帰って電話したのですが、「なぜいけ

ないのですか。」とその理由を聞いたら、「そういう決まり

なので。」と言われました。他になにかないかと思い保険会

させていきたいと考えメーカー共々やっております。潰瘍であ

れば簡卖に修理ができますが、人間と同じでガンになれば手術

となり、時にはエンジン・アセンブリ交換等になります。早期

発見、早期治療をして事故に繋がらないようにお客様の車両の

メンテナンスを心がけております。 

最後にハイブリッドですが、これは長野県が発祥の地でござ

います。1994 年、今から 19 年前ですが今のアルピコ（当時の

松本電鉄）が環境庁と国交省（当時の運輸省）とタイアップし、

釜トンネルからマイカー乗り入れを規制し、バス輸送にて上高

地の自然を破壊しないように守っていきたいとの提案により、

当時日野がタイアップさせて頂き、ハイブリットバスが誕生致

しました。今や世界のハイブリッドですが、長野県では、1994

年、今から 19 年前に既にハイブリッドバスが走っていたので

す。ハイブリッドの発祥の地は長野県であることは世界に誇れ

ることです。長野県の底力、長野県から色々な経済、色々なも

のの発信をしていければと思っております。 

 

（ＪＡＦ長野支部 田中所長） 

 岡本様、ご質問ありがとうございました。私どもＪＡＦは、

自宅だからだめとか一切ございません。ＪＡＦの会員であれば

一般の方でもご依頼をしていただければ、ご自宅だろうがどこ

でも間違いなく 365 日 24 時間お伺いします。後、パンクとい

うことでお話がありましたが、今スペアタイヤを積んでいない

車が多いです。それをユーザーの方が現場でパンク修理材をつ

かって修理するということは非常に難しい。カード会社も損保
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社のロードサービスに電話したら、自宅でもよいですと言

って来てくれました。搬送してディーラーさんに入れまし

た。ディーラーさんに入れてお金を払おうとしたら、安心

パックに入っていますからお金はいらないと。結局、全額

無料でやっていただきました。ＪＡＦの対応として自宅が

駄目とかありましたら教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社でもパンクは路上で対応していただいておりますが、ＪＡ

Ｆはその一歩先をいっておりまして、現場で応急的に修理出来

るタイヤであれば、我々修理キットを持っておりますので、現

場で走っていただける体制に整えております。是非ロードサー

ビスについてはＪＡＦをご利用いただければと思います。 

 

（仁科副理事長） 

 回答というか提案というかあります。今軽自動車でも安全に

関しても色々ついております。私が一番便利だと思っておりま

すのはバックカメラです。昔は大型バスとかトラックにさえ着

いていなかったものが、今は軽自動車にもついていてバックす

るときに見る。これに乗ってしまうと、普段ないものに乗ると

ちょっと私でも怖い。いかに死角になるところが多いかそうい

う感じがしています。それから、左側のタイヤの下。これも運

転席のからみると死角になります。軽自動車でもサブミラーを

つけて、バックミラーに映してタイヤの下を写すミラーもあり

ます。軽であっても安全には非常に進化をしてきております。 

大きい車についてはクルーズコントロールとか色々ついて

おりまして、接近したらブザーがなる。次はシートベルトを引

っ張る。それでもブレーキを踏まない場合は自動的にブレーキ

が踏まれていく。もっとすばらしいのは、自分の目で見えない

ところでもセンサーが感じるとブレーキを掛けてくれるとう

いうように、これは高級車ですが進化してきております。一応

そういうことがありますというのが私の感じです。 

 もう一つは、今日県警の浅川さんもお見えでちょうど良いと
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思うのですが、先ほどから交通事故の主体は交差点にあるとい

う話ですね。私先日軽井沢に言ったら「ラウンドアバウト」が

できていまして、左回りにぐるぐる回る。県警でも相当長野県

に作っていくという方向ではないかと思います。 

もう一つ感じているのは、信号がスムーズになったとここ 1、

2 年感じます。大きな道を走っていた場合非常にスムーズに通

過できる。私が思うに信号の長さが長くなったのか。そのよう

に感じております。もし浅川さんなにかあればそのあたりお答

えいただきたい。 

 

（長野県警察本部交通部 浅川指導官） 

 ありがとうございます。ラウンドアバウトにつきましては全

国でも長野県が初めてです。飯田に２つ、軽井沢町、近くでは

須坂市で今作業をされていると承知しております。特に飯田の

東和町では信号機で当初 5差路を制御していたのですが、そこ

をラウンドアバウトという形にしました。その関係で信号機が

撤去できました。信号機は当然電気代等のコストがかかる。防

災面で万が一災害が起きて信号機の電源が落ちた場合でも交

通が確保できる。これは非常に有益なことであると全国から注

目されております。 

 信号機も今非常に進化して高度化しています。交通管制セン

ターもコンピュータ等で進化しております。また、プロファイ

ル信号機といいまして、コンピュータが車両感知器で自分が担

当するエリアの車の台数を計って秒数を変えていく。今実験段

階ですが、佐久市内では国費よりウン億円の補助をいただいて
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【安藤 晶子】 

 

 

 

 

 

 

日本自動車連盟さんにお聞きしたいのですが、料金の改

定はないのでしょうか、年 6000 円とか、家族は 4000 円と

か決まっていますね。ＪＡＦを利用される方、何回も年使

われる方は使うのでしょうが使わない方は使わないと思

う。きちんと点検をされている方はより一層つかわないと

思う。そういう人のために年々安くしていくとか工夫はな

いのでしょうか。 

プロファイリング信号の実験をしているという状況です。 

色々関心をもっていただいてありがとうございます。夕方か

ら事故が非常に多くなりますので、どうか皆様夕方には、ライ

トを早めにつけて反射材等もよろしくお願いたします。 

 

（ＪＡＦ長野支部 田中所長） 

 安藤様ありがとうございます。貴重なご質問をいただきまし

た。正直申し上げまして、会費の見直しは今のところありませ

ん。個人の方は年会費 4000 円、家族は 2000 円という形になっ

ております。全くＪＡＦをお使いにならない方というのは当然

点検されていたり、あまりお車を使わなかったりということで

すね。今、ＪＡＦのロードサービスをご利用されない方のため

に、私ども優待施設のほうに大分力を入れております。例えば、

ロイヤルホスト。ＪＡＦの会員証を提示していただきますと飲

食代が 10％引きになる。非常に大きな割引。ガソリンスタンド

もかなりの件数がありますが、そういったところで 3円引き、

5 円引き。ＪＡＦの会員証を見せていただきますとそれだけの

割引があります。ですからＪＡＦはお守りということで入って

いただいて、後は会費の分は是非優待をどんどん使っていただ

いて元を取っていただければと思います。ホームページを見て

いただくと長野県下でも 1000 件以上のお店が優待施設となっ

ておりますので、是非ご利用いただければと思います。ありが

とうございます。 
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４ 使用済自動車を資源活用した自動車リサイクルに対する要望・意見について 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 

【倉島 卓人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［次世代自動車の徹底したリサイクルとガソリン不使用に

ついて］ 

現在、各社のハイブリッド化がかなり進んでまいりま

したが、ガソリン車が未だに多くを占めております。そ

して、値段もかなり高値だと思います。現在石油産出国

の政治も不安定であり、その日によって値段もまちまち

であり、ガソリンスタンドの経営もおぼつかない様子で

あってスタンドも激減しているように聞いております。

そして、石油埋蔵量も減尐し限界があります。そうした

中で、ガソリンに頼らず電気や水素など別の素材を活用

した燃料を考え出さなければならないと考えますが、こ

うした現状と今後の課題をお聞かせください。 

さらに、自動車の素材を徹底したリサイクル製品で制

作する技術も進んでいるようですが、こうした努力も必

要であろうと思いますがいかがでしょうか。 

  車は、購入しようとすると高額ですが、消費税の増額

も叫ばれている中、消費が減速するように思いますが、

税金の減額化も推し進めなければ購入者が増えないよう

に思いますがどうでしょうか？ 

 

 

 

 

（仁科副理事長） 

大ざっぱに申しますと車の進化。今現在はガソリン、先ほど

申し上げましたがエミッションコントロールが効いておりま

して相当クリーンになっている。今はハイブリッドで、できる

だけガソリンを使わないで 50％以上電気で動かそうというと

ころまできています。ハイブリッドにいかないでダイレクトに

電気にいっているメーカーもあります。これは 3つくらいの不

安が多尐あるのですが、そこは大分スピードをかけて開発中だ

と思います。 

最終的にはガソリンを使わないで電気。その電気も今みたい

に充電式でなく、燃料で電池循環型の電気が作れるような、あ

るいは水素を入れて電気化してモーターを回して動かす。それ

は 2つ問題があって、非常に具合がよいという使い勝手と同じ

位に使えるかどうか。もう一つはコスト。今売っている値段位

にならないのか。方向性とするとそういうところに今移ってい

るのでもう 10 年位は掛かると思います。 

水素を使おうとすると、所謂インフラ整備。パイプラインが

ないので固めておいて入れるようになるのか。あるいは本当に

循環型になるのか。そこは研究段階で、メーカーでは仕上げ段

階に入っていると思います。ですが、我々販売やユーザーの皆

様から見た時は尐し遠いところにあると思います。 

 資源のリサイクルセンターというのを17年やっております。
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なんとしても資源が無駄になっているのが日本です。ほとんど

解体して、今現在も解体された資源が、我々に言わせるとほと

んどただ値みたいな形で輸出されている。海外ではその資源を

使い、安い労働賃金で同じ製品を作ってくるわけですからかな

いっこない。日本はまだ新しいものをつかっている。ここは私

も同感で、国の事業、第 3セクターを使って、照る日も曇る日

も資源を使って何か製品をつくるようなものをしたい。最近レ

アアースの問題から日本は都市鉱山といわれている第２次資

源大国。新しい原材料はないのですが、製品からでてくる原材

料をもう尐し活用しようという動きが出てきておりますので、

これも成果を出してくるのでは。 

作る方では、作った以上は解体になりますので再利用する素

材、作り方、もっと言うと使えるように壊せるような作り方。

そういったことを研究しておりまして、75％再利用出来るよう

な形まで今進んできております。そういうことでお答えになっ

ているかどうかわかりませんが、今まだ完全ではありませんが

勢いを付けてやっております。 

税金については、一番自動車での課税が重課になっておりま

す。モータリゼーションから扇型に開いたような税金で、1 つ

増え、2 つ増え、今九つの税金がかかっている。持って税金、

買って税金、使って税金。180 万の車を買って 12年間使うと税

金は 204 万円。すなわち税金の方が高くなっているというのが

現状です。そこへ消費税をかけておりますので、これが上がる

ということで大変なことになっている。これを我々業界として

なんとしてでも税金を減らすということでやっております。今



- 43 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は取得税を来年の 4月までに一生懸命活動しているのですが、

なかなか動いてくれない。今やっているのは 8％の段階で、3％

ダウンさせてもらうというところをやっているところです。業

界としても活動しているということをお知らせします。機会が

あったら皆さんもよろしくお願いします。この 3点でございま

す。 

 

（長野県廃棄物対策課 小林） 

私の方からは、自動車のリサイクル、リユースの部分の現状

をお話いたします。今自動車は基本的に自動車リサイクル法と

いうものに基づいて適切に処理をしてもらうということにな

っております。解体業者、例えば中古自動車リサイクルセンタ

ーもやっておられることですが、自動車部品、使えるものには

中古部品としてつかってもらう。車からでてくる金属くずにつ

いては、再利用して使うことになります。自動車というのは最

終的には粉々にされ、シュレッダーダストというゴミになりま

す。そういったものは、以前は埋め立てしていたのですが、今

では燃やして熱利用という形で利用して、非常に高いリサイク

ル率を誇るようになっております。現在、国の事業としてリサ

イクルの取り組みをより一層進めるため「自動車リサイクル連

携高度化事業」、「鉄スクラップの高度利用化事業」といった形

で、民間事業者、主に金属メーカーなどの、自動車の関係団体

を募って自動車リサイクルの技術発展をしていこうという政

策を進めています。その例として、通常自動車のボディは、品

質の安定の観点から天然資源を使わなければならないのです



- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【倉島 卓人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の方に質問でありましたが、CO2 を発するという点

で電気を作る場合でも CO2 が発生する。原発も今ゼロにな

っている。これも大きくかかわっているという問題がでま

した。私も色々考えているのですが原発そのものもコント

ロールできない問題で、先日も安部首相が発言していまし

たが、福島はコントロールできていないというのが私の認

識です。 

原発を使わないで太陽光を使うという方向で、先ほどど

なたかおっしゃたように家を造るときに太陽光を設置して

それを蓄電して車との利用を図る。いわゆるコラボレーシ

ョンをどうしても図っていく必要がある。私も今、会社は

太陽光発電にしております。将来的には電気自動車で CO2

を発しないようにしていかなくてはと強く感じています。

この間 2、3 社で乗らせていただいたのですが、ハイブリッ

が、それを自動車の鉄スクラップを使って作るという試みが検

討され、先日試作が成功したということが報道発表されていま

す。今後は大量生産、コストカット、レアメタル・天然資源の

使用量の削減に向けてより一層研究していくといわれており

ます。それ以外にきめ細かにレアメタルを回収していく、ある

いはリユース部品がなかなか買い付けるシステムがうまくで

きていないので、できるだけ利用促進してくようなシステムを

構築することが検討されております。こういったことが尐しで

も進んでいけば国内の資源循環ということに繋がっていくの

ではと思っております。 

 

（仁科副理事長） 

倉島さんありがとうございます。2 点あります。１点目、お

っしゃるとおりです。ハイブリッド、今は使っておりますが言

葉で言いますとガソリンを使うのはゼロにしていこうという

ことですので、時と同時にそうなっていくと思います。太陽光

を利用して家庭にするときにメーカーの考えていることは、鉄

に太陽光を集めて虫眼鏡のようにすると 5000 度になり水素が

発生するのだそうです。それを車にダイレクトに付ける。簡卖

に言うとそれで電気が出来て動く。そういう車ができるかどう

か分からないが、そういう方向で研究しているようです。 

もう一つはそこへ行くまでに水素を積んで走らせる。ただそ

れはインフラの関係があって、まだ政府もそこまでインフラを

整備するか、それとも我々ディーラーがやるのかということも

あるのですが、その手前までのソーラーにしても CO2 を使って
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ドカー、加速は良いのですが、どうしてもガソリンを使う

というところで CO2 を発生する。もう１社は、電気自動車

を乗らせていただいてちょっと加速がいまいちと言う感じ

ですが、今後の事を考えると CO2 を発生しないと言う点で

電気自動車にしなくてはいけないと感じる。この点での政

府の支援策、援助、徹底してそのようにしていく。原発を

使わずに太陽光、自然エネルギーでやっていくという方策

を出さないと駄目ではないかと。これを自動車業界として

も強く政府に要望して、地球全体の環境を守るという点で

もやっていかなくてはいけない。 

もう１点は中国でのＰＭ2.5 です。海外にでると排気ガ

スがすごい。日本はとてもきれいです。クリーンです。東

单アジア、中国などバイクとかですごく悪い。皆さんのと

ころで中古車も出されていると思うのです。各国との連携

で地球全体を守っていくと言う点で努力をしていただい

て、車の販売の規制を日本だけでなく、世界規模で動いて

いただいて努力していただきたい。 

 

も家で充電をしてやる。車自身も回生をとっていますので、ブ

レーキで起きる熱で回生電気を拾ってもう１回ジェネレータ

ーで電気を蓄えている。そういう段階で順になっていく。そう

いう段階でまだまだ 10年 20 年のスパンになっている。間違い

なくそういうことをやっておりますので、私が言うのもなんで

すがご安心ください。 

 もう一つ、我々は一昨年インドに行って来ました。インドの

空もすごいです。日本の何十年前のどこかでかいだような臭い

だなと空港からそのような感じです。免許は 10 分でできてし

まう。世界の国々が、トップメーカーが皆インドに車を入れよ

うとしている。ところが交通ルール、トラフィックが全然でき

ていない。免許は 10 分でできて、乗れない人はディーラーが

教習をして教えてやっている。何年前の日本か、１ミリ卖位で

鼻を競って入れていくような段階です。 

私が帰ってきてメーカーに言っているのは、「先進国のプラ

イドはないのですか。」と、「車を売るだけでなく安全・ルール・

マナーを一緒に輸出しないと駄目だ。」と言っています。大変

な交通状況でした。おっしゃる通りそういうことは世界でやっ

ていかなくてはならないと感じております。 

 

（宇都宮理事長） 

 太陽を取り入れて走る車は試作車では沢山あるのです。一部

のメーカーでは屋根につけてエアコン等に使っている車が５

年くらい前から出ております。究極のエコカー、水素を使う車。

水素を作るにも色々な方法があります。電気をつかわないと水
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素ができないということになりますので、早く言えば太陽光・

風力で動かす時代でないと完全に環境にやさしい社会になら

ないのではないかと思います。私ども今日のこのユーザーの意

見を聞く会で資料を調べてみますと、全てが電気を使って作っ

ておりますので、最終的には太陽光・風力で電気を起こしても

のをつくらなければ駄目だと。車としては太陽光を取り入れた

車が走っております。 

 

（長澤理事） 

 太陽光のような再生可能なエネルギーの導入が今以上に必

要だと思います。セットで電気自動車が活用されていくという

ような動きになっていくと思っております。現実に今日産自動

車は世界で第一位の電気自動車を量産しているメーカーなの

ですが、なかなか導入が進まずに非常に苦労していまして様々

な事をしております。太陽光とのコラボレーションの取り組み

としては、三井不動産レジデンシャルと東京でマンションにお

いて太陽光発電とともに電気自動車、スマートハウスのマンシ

ョン版。それから住友林業さんとスマートソラボというスマー

トハウス。太陽光付きの住宅とセットで電気自動車を普及させ

ていこうという動きをしております。なかなか進んでいかない

というのが現状ですが、そういった努力をしております。 

その使い方の一例としてご紹介すると、週末に車を利用され

て平日に利用しないという、都会に住んでいらっしゃる方は多

いと思うのですがそういった方が前提です。電力の供給ピーク

シフトという話しがありますが、深夜に蓄電をしてその電力で
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日中の家庭の電力を賄うという使い方。自動車だけでなく、住

宅も含めた生活のしかた全体の中で省エネ・省資源を目指そう

という動きがあります。 
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５ その他 

質 問 者 質 問 の 要 旨 摘      要 

 

【松島 健二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［省エネコンテストの開催について］ 

  「省エネ」というのは、クルマに限らず今や世界人類

にとっての最大のテーマだと思います。そこで、そうし

た意識をもっともっとユーザーに自覚させるためにも

「省エネコンテスト」的なイベントは考えられないでし

ょうか。 

  つまり、いかにして燃費を向上させるかという、常識

的なコンテストイベントで、早い話が「燃費競争」です。

これはディーラー、スタンドなどの参加が望ましい。燃

費を向上させるためには、急発進、高速走行などを控え

なければいけません。その結果として安全性も向上する

のでは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長野県温暖化対策課 柳原係長） 

松島さんからのご提案に関して、こういうイベントも選択

枠の１つだと思っております。私もご提案を拝見して色々サ

イトを調べてみますと、省エネコンテスト的なものをしてい

るのはいくつかあります。これと直接関係あるかわかりませ

んが、何故これをやるといいのかというと、急発進をしない

とか、基本的にはエコドライブを定着させるための１つの手

段、普及啓発の１つとして考えられるのだと思います。私ど

も県の職員も非常に数が多く、この後ＪＡＦの田中さんから

詳しくお話があると思いますがＪＡＦの方・専門家を招いて

エコドライブの講習会を開いております。その中で一番最後

の結びで、エコドライブを実践することは交通安全の面でも

非常に効果が高いというお話を伺います。ふんわり発進ゆっ

くり加速をすることは、交通安全、エコドライブ多くの要素

を含んでいると思います。省エネコンテストを大々的にやる

と非常に加熱したりする部分もありますので、会社等で、そ

の１台を仲間内で競うとか、統計をとってみるとか、結果が

どうかということをやることは、非常に意味があるのではな

いか思っております。こういったことを普及啓発の１つと捉

えてこれから考えていくことは意義ある提案だと感じてい

ます。 
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（ＪＡＦ長野支部 田中所長） 

ご提案の内容について、一部のメーカーさん、ディーラー

さんでは、すでにハイブリッド車及び試乗車を使用して公道

で実施した経緯がございます。しかしＪＡＦとしてはこれか

らお話する理由で公道でのコンテストを実施する予定は残

念ながらございません。 

ＪＡＦの推進するエコドライブは安全の確保、交通の円

滑、燃費の向上この三位一体でバランスをとった無駄のない

運転を目指すものです。燃費向上は当然ですけれども、あく

までも安全第一であること、周りの交通を妨げない円滑な交

通が前提となっております。コンテストにより燃費を競うと

いうことになりますと、どうしても燃費向上に注力してしま

って安全の確保、交通の円滑が軽視されてしまうという傾向

があります。 

どういったことがあるかというと、まず第一に、停止回数

を減らすために黄色信号で交差点で停止しない。第２番目、

停止回数を原則減らす為に無理な車線変更を行う。第３番目

に、再加速をしないためにコーナーで十分なスピードを落と

さなくなる。４番目、自車（自分の車）の燃費をよくするた

めに交通の流れを無視したのろのろ運転をしてしまうとい

うことが多々ございました。 

こういった問題がございますので、ＪＡＦとしてはクロー

ズドコース、主に教習所で実施しているのですが、座学と実

技を行ってエコドライブの講習会を実施しています。松島様

をはじめとして多くのドライバーの方にＪＡＦのエコドラ
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【松島 健二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お答えいただきましてありがとうございます。今まで国

会の議論をお聞きしているようで、大変私のような提案は

現実的な提案でございます。１つこの事をお話しさせてい

ただいたきっかけは、私が愛用している車両がカローラで 7

年乗っております。20 万キロのっている。やがてはハイブ

リッド車に移行しようと思っていますが、なにせ燃費がよ

い。これはメーカーの肩を担ぐわけではなくて、燃費計が

インパネにデジタル表示で出ている。今 16.1 となっていま

して、ディーラーに整備で持ち込みますと、ディーラーの

メカニックさんも驚かれる。どういう運転かと。決しての

ろい運転ではないです。今色々おっしゃられましたコーナ

ーで落とさないとかいうことでなく、なるたけスムーズに

ドライブをする。これが一番基本で交通安全にイコール繋

がっている。マナーにもそれが反映される。今ハイブリッ

ド車にも燃費計がついている。月の燃費計も平均で出てい

る。ですからＪＡＦさんがやっているエコドライブのイベ

ントもきっかけになる。 

これから多分ハイブリッド車は排気ガス等全ての燃費計

がついてくると思う。それをユーザーさんがどう生かすか。

そこに課題がある。私はこれを身近なテーマとしてご提案

させていただきました。皆さんが省エネとか、無理なこと

をしないでマナーを大事にするという、こういうきっかけ

になれば思いでご提案させていただきました。 

 

イブ講習会に参加していただくようにお願い申し上げます。 
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【翠川 司】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問とか、再質問ではありませんが、今日の懇談会で感

じた点を指摘させていただいて来年以降の懇談会に活用し

ていただければと思います。 

まず第一に交通費、謝金をいただいて財布に入ってしま

いました。弁当を用意してもらって、紅茶とケーキも胃袋

に入ってしまいました。バブルの時代の会議を思いだしま

した。今のご時世ここまでしなくても良いと思います。こ

のようなすばらしい会場で久しぶりです。いけないといっ

ていません。今の時代もっと質素で良いと思います。その

お金を交通安全教室とか交通遺児の方にもっと回せません

か。あるいはこの協会費をもっと削減してお客様に還元で

きませんか。 

次２点目、この会議の案内を頂いたときに、質問事項が

ある方はだしてくれと、これが４点にしぼられていました。

4 点に絞ったのはどういう経緯かわかりませんが、この懇談

会が始まる前に松坂さんが説明されて、昨年うまくいかな

かったから今年は事前に質問したということでなるほどと

わかったのですが、なぜ 4点に絞ったのか。4 点以外のこと

を質問されると何か都合が悪いことがあるのかと勘ぐられ

ないように、こういう風に選ぶ場合は 4 点の下に 5 をつけ

てその他といれておけば良いのです。文句を言いたい人は、

今日ここの皆さんはディーラーさんからの推薦ですから、

ここまで来て私のようにこんなふうに言う人はいないと思

いますが、そうでないと私は他のポイントを言いたい、聞

 

（宇都宮理事長） 

 ただ今大変貴重なご意見をありがとうございました。この

会も 21 回を数えることとなりました。いままでやってきた

ことに対して私ども疑問を持っておりまして、このままこの

状況で良いのか。今回懇談会という名前にさせていただいた

のですが、色々フリートークができるようにということで司

会の松坂さんの方でも心配りをしていただきました。先ほど

の色々なご意見、私どもがこれから狙いとするところに、考

えていかなくてはいけない事が沢山あろうかと思います。大

変貴重なご意見をいただいて私たちも今後の協会の運営に

生かしてまいりたいと思います。本当にありがとうございま

した。 
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きたいことがあったのですが、その他がないので言わなか

った。そういうふうに他のものがあって言えるようなとこ

ろがあれば。変に勘ぐられてもお互い気持ちがよくない。

本意はそうでないのに疑られてもおもしろくない。今年こ

うやったのだから来年も同じにすると思いますが、そのと

きにこの 4 点は去年やりました。だから今年はこの 4 点か

ら選んでください。というふうにすれば私のような疑問を

持つ人が減ると思います。そうでないと、来年また次世代

をやるの、来年またこれやるの、質問だしてはいけないの

と言う繰り返しになると思います。更に言えば都合の良い

ものだけ選んでいるのかと言われないようにしなくてはい

けないと思います。私だけの感覚かもしれませんがそう思

いました。 

あと、小さいことかも知れませんが、この会場良すぎる

のです。もっと接近してもよいです。お名前折角掛けてい

ただいたのですが字体が悪くて明朝体ですね、見にくいで

すね。ゴシック体にして黒々として読みやすくして貰わな

いと、進一さんと良三さんですか、一と三の横棒が見づら

いのです。小さな事ですが、やはり会場設営気をつかって

も良いと思います。事務局さん大変だと思います。本当に

大変だと思います。事務局さん同列に並べることはないと

思います。そちらの理事者側と私たちをもっと接近させて

事務局はもっと後ろに控えて良いと思います。あえてコの

字にすることはないと思います。色々やっていただいてい

ただくものを頂いたのですが、あえて指摘させていただい
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【岡本 文雄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【竹腰 虎雄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て還元させていただきました。来年以降尐しでもよくなる

ようにと思いまして言わせていただきました。 

 

今日の議題とは全く関係ないのですが、お願いしたいこ

とがあります。車の販売に関しては各社ライバルというか

競争関係にあると思うのですが、販売方法について私もあ

ったことなのです。値引きの場合です。こちらの会社はタ

イヤを付けてくれる。こちらの会社は付けてくれたけれど

もお宅はなぜつかない。そうするとタイヤはつけられない

が、自動車保険をいただければタイヤをつけると言う方法

で販売をしている。お互いにコンプライアンスを遵守しな

がら販売を進めていっていただきたいと思いますので、提

案させていただきました。 

 

今日はご回答いただきましてありがとうございました。

私は 73 歳になります。実は 70 歳になったら若い頃は免許

を返上だと思っていたのですがこの年に。まだ元気で運転

免許を返上してしまうと不便と思っています。安全対策に

対して質問させていただきました。今日も色々な意見を聞

いて参考になりました。まず警察の方がきておりますので、

お願いなのですが、最近自転車が非常に無謀運転。私がバ

ックをしている最中に来たりと非常にマナーが悪いです。

自転車のマナー向上のためにご努力いただけるとありがた

いですが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長野県警察本部 浅川指導官） 

 ありがとうございます。確かに高校生とか私どもの耳には

いっております。自転車の対策につきましては全国的に色々

法改正がありまして、ピスト自転車というブレーキのない自

転車は規制する方向もあり、力を入れているのですがまだま

だ目に付くところもございます。しっかりと指導をしてまい

りたいと思います。誠にありがとうございます。 
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【町田 巻雄】 

 

 

参加をさせていただいたことに感謝申し上げます。消費

者、ユーザーは大変わがままでございます。私どもこの協

会を見るにつけ、大変皆が力を合わせて、それぞれのディ

ーラーで有りながら私どもの意見を聞いていただける。こ

んな事は他では余りないのではないか。副理事長さんがハ

イブリッド発祥の地と、松本電鉄の沢渡と上高地の間をさ

れたと。協同組合長野県中古自動車リサイクルセンター。

これは天下のリサイクルセンターだと思います。こうした

大変実績のある事業を、車を売るだけでなく皆さんが力を

合わせてやっていただいているということに深い感謝の念

を持っています。是非とも色々な形があるのでしょうが、

このような意見を聞く会というのは大変大事な事と思いま

す。是非続けていただければと願いまして、感謝のお礼を

申し上げます。以上でございます。 

 

 

（宇都宮理事長） 

 本日は大変お忙しいところ長時間にわたりまして懇談会

にご参加いただきましてありがとうございました。皆様方か

らいただきました内容につきましては、十分精査して、特に

今一番日本の国が取り組んで行かなくてはならない成長戦

略に関係したところが、私ども自動車業界を通じて沢山ある

こと。これを真摯に捉えて、政府や、業界、車を作る方、売

る方、ＪＡＦ、県、陸運局と力を合わせまして、この国が長

い間のデフレを脱却して成長する要になるには、自動車産業

は大きなウェイトを持っていると言うことが今日皆さん方

からの御質問に沢山入っておりました。私ども中央と十分打

ち合わせをしながら、よい社会、安全安心な社会を作ってい

きたいと思います。それと同時に当協会としてもこの懇談会

どういう形にしていくかということも、今日は大変よいご指

摘をいただいたものですから合わせまして考えてまいりた

いと思います。今日は長時間にわたりご討議いただきまし

た。心から御礼申し上げます。ありがとうございました。 
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